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岩本　祐子

・情報モラルについて出前授業等

を行い、学ぶ機会を多学年に広げ

る。

・いじめアンケートを活用し、いじめ

の未然防止に努める。

・道徳の授業改善を図り、豊かな

心の育成に努める。

・学校だよりやホームページで学

校の様子を伝えている。

・育友会が中心となって、夏祭りや

もちつき大会を開催し地域の方に

も参加いただいた。

・６年生が歴史資料館を作り、保護

者や地域の方を招待する。

・登下校の見守りに地域の方も参

加いただいている。

健やかな体の育成 地域とともにある学校

◎基礎・基本の確かな定着

◎読書活動の推進

〇子ども主体の授業の推進

○学習習慣の定着

確かな学力の向上

・授業においてICT活用を進めるために、研修を行う等スキルアップに努める。
・古い校舎なので、教室や運動場等の環境整備を進めていく。

その他の課題

・給食の時間が楽しいと感じる

（児童９３％）

・積極的に運動を行うように計

画し、場を設定した（教師１０

０%）

・学校は教育活動や子どもの

様子を保護者に分かりやすく

伝えている（保護者９０％）

・学校は、保護者や地域と連携

を図り、PTA活動や行事等を

行っている（保護者8３％）

・算数科の研究をより深めるた

め、和歌山市教科等別研修会

で授業提案をし、より一層の授

業改善に努める。

・読書環境の充実

・算数科を研究の柱とし、「思考

力・表現力」を育てる授業に取り

組んだ。

・全国学調、県学習到達度調査で

正答率が全国、県平均を上回っ

た。

・市民図書館から本を借り、いつで

も本が手に届く環境を作った。

・運動場や名草山を活用し外遊び

を推進した。

・栄養黒板を全学級に配置し、学

年に応じた食育に取り組んでい

る。

・避難訓練や交通安全教室を通し

て、児童だけでなく教師も危機管

理能力を高めるよう取り組んだ。

・栄養について学ぶ機会をも

ち、食育を進めていく。

・スポーツテストの課題を踏ま

えた体育の授業改善を行って

いく。

・ホームページの更新を行い、学校

の取り組みを発信していく。

・授業のゲストティーチャー等とし

て地域の人材を活用できるよう取

り組む。

・情報モラルやインターネットの使

い方について、児童と保護者が共

に学ぶ機会をもった。

・道徳や人権に関する授業につい

て全職員で共有した。

・いじめアンケートを毎月実施し、

早期発見、早期対応に努めた。

・学校が楽しいと感じる（児童

95%）

・命の大切さや社会のきまりを

教えてもらっている（児童

95％）

・いじめの解消率100%

令和７年度　自己評価書

学校名 和歌山市立名草小学校

教育目標

作成日 令和8年2月27日

・授業改善に取り組むことがで

きた（教師１００%）

・毎日の勉強がわかる（児童８

６％）

・子ども主体の授業を実践し

た（教師９３％）

・読書が好きだ（児童７０％）

・授業改善に取り組むことがで

きた（教師85%）

・毎日の勉強が分かる、子ども

主体の授業を実践した（児童・

教師90%）

心豊かで、たくましく生きる子どもを育てる

校長氏名

本年度の取組についての評価

◎体力向上の推進

◎基本的生活習慣の確立

○危機回避能力の育成

◎家庭・地域との連携充実

○コミュニティースクールとして

地域の資源活用の推進

◎道徳・人権教育の充実

◎いじめの未然防止、早期発

見

○仲間づくりの実施

豊かな心の育成

・給食の時間が楽しいと感じる

（児童90％）

・積極的に運動を行うように計

画し、場を設定した（教師

90%）

・学校は教育活動や子どもの

様子を保護者に分かりやすく

伝えている（保護者80％）

・学校は、保護者や地域と連携

を図り、PTA活動や行事等を

行っている（保護者85％）

・学校が楽しいと感じる（児童

95%）

・命の大切さや社会のきまりを

教えてもらっている（児童

95％）

・いじめの解消率100%


